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先
日
テ
レ
ビ
で
、
こ
こ
は
カ
ジ
ノ

か
と
見
間
違
う
よ
う
な
高
齢
者
福
祉

施
設
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
ず
、
施
設
利
用
者
の
送
迎
車
は

豪
華
な
黒
塗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
で
あ
る
。

そ
の
送
迎
車
に
乗
せ
ら
れ
中
に
入
る

と
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
し
た
カ
ジ
ノ
の
従

業
員
風
の
職
員
が
迎
え
る
。
最
初
に

利
用
者
全
員
で
健
康
体
操
を
す
る
。

健
康
体
操
を
し
た
後
は
紙
幣
に
見
立

て
た
利
用
券
を
も
ら
い
、
そ
の
利
用

券
で
思
い
思
い
に
ル
ー
レ
ッ
ト
な
ど

の
各
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
。
ま
た
、
隣

り
の
部
屋
に
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
室
も
あ

り
、
チ
ー
、
ポ
ン
、
ロ
ン
と
利
用
者

の
声
が
弾
む
。

　

利
用
者
の
人
達
は
、
マ
ー
ジ
ャ
ン

を
楽
し
み
た
い
が
４
人
集
め
る
の
が

大
変
で
中
々
出
来
な
か
っ
た
が
、
こ

こ
に
来
れ
ば
１
人
で
来
て
も
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
楽
し
め
る
の
で
有
難
い
と

笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　

我
々
の
若
い
頃
は
、
週
末
に
な
る

と
よ
く
徹
夜
で
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
楽
し

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
酒
を
飲
み
な
が

ら
、
更
に
は
全
員
タ
バ
コ
を
吸
い
な

が
ら
だ
か
ら
部
屋
の
中
は
煙
が
充
満

し
て
い
た
。
今
思
え
ば
不
健
康
き
わ

ま
り
な
い
事
を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
　

代
表
理
事
組
合
長
　
佐
藤
　
茂
一

る
。
だ
か
ら
か
も
知
れ
な
い
が
健
康

志
向
が
強
く
な
っ
た
近
年
は
、
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
楽
し
む
人
が
少
な
く
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。そ
れ
が
最
近
、マ
ー

ジ
ャ
ン
と
言
う
ゲ
ー
ム
が
見
直
さ
れ

始
め
て
い
る
。
ボ
ケ
防
止
、
手
先
の

機
能
維
持
に
は
最
適
な
ゲ
ー
ム
だ
と

言
う
の
だ
。
更
に
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
の

勝
ち
負
け
は
実
力
三
分
運
七
分
と
言

わ
れ
る
の
で
初
心
者
で
も
勝
つ
事
が

出
来
る
の
で
楽
し
い
の
だ
ろ
う
。
私

は
前
々
か
ら
、
こ
ん
な
施
設
が
あ
れ

ば
い
い
な
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
。

ま
た
、
私
は
酒
が
好
き
な
の
で
お
酒

が
飲
め
る
バ
ー
な
ど
が
あ
れ
ば
も
っ

と
最
高
で
あ
る
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る

今
日
で
あ
る
。
体
が
動
く
う
ち
は
好

き
な
事
を
し
て
人
生
を
楽
し
み
た
い

も
の
で
あ
る
。
カ
ラ
オ
ケ
が
好
き
な

人
は
好
き
な
だ
け
歌
が
歌
え
る
と
か

好
き
な
事
を
存
分
に
や
れ
る
環
境
が

あ
る
事
に
よ
っ
て
、
よ
り
元
気
に

日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
福
祉
施
設
に
も
マ
ー

ジ
ャ
ン
セ
ッ
ト
を
置
こ
う
か
な
! !

　

代
表
理
事
組
合
長
　
佐
藤
　
茂
一

　兄はスポーツ全般が大好きです。父との野
球やお友達とのバスケ、サッカーを楽しんで
います。妹は大人しいなあと思って見てみる
と、本を読んでいる事が多いです。
　せっかちでスポーツ選手を夢に見る兄と、
のんびり屋でも警察官になりたい妹、６歳差
を感じさせない二人のやりとりに苦笑するこ
とも・・・
　人との「環」を「太」く持ち、夢に向かっ
て「真」っすぐ進み、努力が実を「結」びま
す様に！

伊藤　環太 くん　　  12歳

　　　真結 ちゃん　  ５歳

北京田
かんた

ま  ゆ

女性部だより07

青年部だより／ＪＡカップ08

03 とれたて  けさらんニュース

 スマイルキッズ ／ わが家のペット ／ 
ふれあい伝言板
クロスワードパズル ／ 理事会開催報告
ＪＡからのお知らせ ／ 編集後記「灯台」
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11

06 ［特集］

もんとあ～る
【シャインマスカットまつり】

● お父さん  貴広さん　● お母さん  夏代さん



「田川焼畑赤かぶ」

伝統の山焼き作業を行う

山焼きを行う班員。

　田川焼畑赤かぶ専門班は８月20日、班員
17人が参加して鶴岡市田川地区関根の杉伐
採地で恒例の山焼き作業を約90㌃行った。
　杉伐採地所有者の長谷川幸吉さんは「こ
こは1588年の十五里ヶ原合戦の関根城跡。
樹齢120年の杉を伐採した」と話した。
　山焼きは、同地区特産の赤カブ「田川焼
畑赤かぶ」生産にかかせない伝統的自然農
法。土壌改良や防除効果がある焼畑農法に
こだわり、毎年８月の炎天下に行われる。
　特産「田川焼畑赤かぶ」は10月上旬に収
穫を迎え、パリッとした食感で辛味がある
のが特徴だ。主に地元の漬物業者へ出荷さ
れ、出荷数量は約７㌧を見込む。

おいしくいただきました♪

農事組合法人「大泉フェローズ」

収穫体験で「だだちゃ豆」の魅力伝える
　農事組合法人「大泉フェローズ」は８月５日、
同市布目の収穫体験圃場（ほじょう）で特産エダ
マメ「だだちゃ豆」の収穫体験イベントを開いた。
　35人が参加し、同法人のベテラン農家からア
ドバイスを受け「甘露」10株を収穫し、さやもぎ
を体験した。
　今年は７月に断続的な降雨があったが、梅雨
明けによる気温上昇の影響もあり肥大が進み、
品質は上々。
　小池貢代表理事は「収穫体験を通して、多く
の方に特産のだだちゃ豆を知ってもらうチャン
ス。実入りもよくおいしいだだちゃ豆ができた
のでぜひみなさんから味わっていただきたい」
と話した。

８月８日「だだちゃ豆の日」

観光客に振る舞ってＰＲ
　鶴岡地域だだちゃ豆生産者組織連絡協議会
は、「だだちゃ豆の日」の８月８日、加茂水族
館で旬を迎えた特産の「だだちゃ豆」の試食を
来館者約300人に振る舞い、おいしさをＰＲ
した。
　「だだちゃ豆の日」は、鶴岡市鶴岡地域の農
家らで組織する鶴岡地域だだちゃ豆生産者組
織連絡協議会が2011年に制定。
　生産者と市役所、同ＪＡ職員が、「８月８日
はだだちゃ豆の日」「鶴岡特産の『だだちゃ豆』
をどうぞ」と声を掛け、ゆでた「だだちゃ豆」が
入ったカップを来館者に手渡した。

親子で楽しく収穫。
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参加者に説明する赤根さん（右上）。

ミニトマト現地講習会
夏向きの品種を紹介

第２回あぐりスクール

鶴岡の夏の味覚を満喫

調理のポイントを説明する鐙谷先生㊧。

第２回きらめきカレッジ

庄内野菜美肌レシピ講座を学ぶ
　ＪＡ鶴岡は７月26日、鶴岡市農村センターで
第２回｢きらめきカレッジ｣を開き、受講生15人
が参加した。
　酒田市在住で野菜ソムリエプロの鐙谷(あぶみ
や)貴子さんが｢身体の中からキレイに！～庄内野
菜美肌レシピ講座～｣をテーマに指導。きらめき
カレッジの本格的な調理実習は４年ぶりに開いた。
　今が旬の栄養たっぷりなだだちゃ豆を使って、「枝
豆とトウモロコシのチーズサモサ風｣と｢冷やし茶碗
蒸しの枝豆あんかけ｣を試作。他に｢鶏モモ肉の
コムガー｣｢ナスのピリ辛炒め｣など計７品を作った。
　参加者は｢旬の野菜を使ったレシピが知れて良
かった｣｢塩麹の使い方が分かったので、自宅で
も取り入れてみたい｣と話した。

　８月６日、農村センターで第２回「あぐりス
クール」を開き市内の小学校に通う、小学３～
６年生の児童と保護者９組19人が参加した。
　旬の夏野菜を使い、野菜の実験と野菜スタ
ンプでオリジナルバッグ作り、調理実習を
行った。
　参加した児童は「野菜スタンプを押してみ
たら、野菜のどこがどんな形になっているの
かわかった。世界で一つの自分のバッグが作
れてとても楽しかった」と笑顔を見せた。
　今年度最後となる第３回は、10月下旬に開
催を予定している。

メロンの器に盛りつけた特製フルーツポンチ作り。

　ミニトマト専門部は７月27日、今年度より
本格導入されたミニトマト「キャロルムーン」
の現地栽培講習会を市内の林崎と千安京田で
開き、生産者やＪＡ役職員ら20人が参加した。
　株式会社サカタのタネの赤根勘人さんを講
師に迎え、キャロルムーンが栽培されている
圃場（ほじょう）で説明を受けた。
　赤根さんは「キャロルムーンは夏向きの品
種で、草勢が落ちづらく、蒸散力の強い品種
で、成長点が強ければ収量アップにつながる。
夜温に注意しながら、水管理を気をつけてほ
しい」と話した。
　参加者はメモを取りながら熱心に話を聞き、
圃場を実際に見てもらいアドバイスを受けて
いた。
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もんとあ～る

㊍
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第１回「生き活き塾」7.31
Mon

虹の部会全体研修会7.20
Thu

南支部
一日研修旅行7.9

Sun

　鶴岡市農村センターで「生き活き塾」を開き、
女性部員とＪＡ管内の女性１９人が参加しました。
　「楽しく動いて身体も心もリフレッシュ！」と題し、

　虹の部会世代の部員１５名が参加し、秋田県内
を巡りました。秋田ふるさと村で七宝焼とお箸づ
くりのコースに分かれ、ものづくりを体験したあ
と、2022年にデビュー50周年を迎え、さらに
ジャンルの枠を超越して活躍の場を広げ続けてい
る天童よしみさんの歌とトークを聴き、とても楽し
い時間を過ごしました♬

たかだてスポーツクラブ事務局長の荻原恵美さん
を講師に招き、下半身の筋力維持・向上を目的と
した運動や、ボールを使った筋トレで全身をほぐ
した後、音楽に合わせ楽しく体を動かし、たくさ
ん笑って健康的な汗を流しました。
　女性部では、女性部員外にも女性部の活動を
知ってもらうことと、部員同士の交流を目的に、
女性が気軽に楽しく参加できる仲間づくりの場と
して、２０２１年度より「生き活き塾」を開講。今年
度は、１１月に料理講座、年明け２月にみそ造り講
座を開催予定ですので、皆さまお誘い合わせのう
え、ぜひお申し込みください！



員が丹精込めて生産しただだちゃ豆を食

べて夏を元気に過ごしてもらい、地域農

業に対する関心を高めてもらおうと、大泉保育

園に袋詰めした「早生白山」５キロをプレゼント

しました。

部

どもたちに作物を育てる楽しさを知っても

らいたいと、５月に上郷保育園の園児らと

一緒に植えた枝豆が収穫時期をむかえ、園児２５

人と収穫体験を行いました。園児らは、自分の背

丈ほどの高さに成長した株を、園児同士や大人

と力をあわせながら、一生懸命土から引き抜いて

いました。

子

保育園にだだちゃ豆プレゼント

8

園児と力をあわせて枝豆収穫

大泉支部8/9

上郷支部8/24

「だだちゃ豆」のかぶり物をかぶった
松浦支部長㊧

「だだちゃ豆」のかぶり物をかぶった
松浦支部長㊧

園児に「だだちゃ豆」を
プレゼントしました！
園児に「だだちゃ豆」を
プレゼントしました！ みんなで力をあわせて

引き抜きました！
みんなで力をあわせて
引き抜きました！

たくさん収穫できたよ♪たくさん収穫できたよ♪

　ＪＡ鶴岡、鶴岡地区野球連盟は８月１９日・２２日
の２日間、「第３１回ＪＡ鶴岡カップ争奪中学校選
抜野球大会」を鶴岡ドリームスタジアム・鶴岡
市立第三中学校グラウンドで開催しました。市
内の中学校を中心に鶴岡・三川地区から５チー
ム、酒田・飽海地区から３チームの合計８チーム
が参加し、トーナメント方式による熱戦が繰り
広げられました。

　決勝では酒田市立
東部中学校・酒田市立
鳥海八幡中学校・遊佐
町立遊佐中学校合同
チーム（以下、東部・八
幡・遊佐中合同チーム）

と鶴岡市立温海中学校の対戦となりました。ス
タンドの応援の声も高まる中で両者譲らぬ展
開となりましたが、１４-５で東部・八幡・遊佐中合
同チームが熱戦を制しました。

【ＪＡ鶴岡カップ争奪中学校選抜野球大会】
東部・八幡・遊佐中合同チームが優勝！
【ＪＡ鶴岡カップ争奪中学校選抜野球大会】

東部・八幡・遊佐中合同チームが優勝！
　閉会式では伊藤淳代表理事専務が選手の
健闘をたたえ、優勝校の東部・八幡・遊佐合同
チームへＪＡ鶴岡カップ、準優勝校の温海中学校
へ盾を授与しました。後日、副賞として両校へ新
米の鶴岡産「つや姫」が贈呈されます。また、参
加賞として選手全員にJＡ鶴岡殿様のだだちゃ
豆アイスクリームと鶴姫レッドアイスクリームが
プレゼントされました。

炎天下のもと熱戦を繰り広げた。炎天下のもと熱戦を繰り広げた。

準優勝校：温海中準優勝校：温海中

優勝校：東部・鳥海八幡・遊佐中優勝校：東部・鳥海八幡・遊佐中
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 JA鶴岡 広報係  行き

鶴岡局承認

差 出 有 効 期 限
令 和 ６ 年 ４ 月
1 3 日 ま で

（ 切 手 不 要 ）

443

（
キ
リ
ト
リ
線
）

※差し支えなければご記入ください。

※ポストに投函されるか、下記の無料ファックスダイヤルまで送信下さい

〈無料ファックスダイヤル〉 0800-800-5090

電話番号

お 名 前

ご 住 所

〒

市

ふりがな 性  別

男 ・ 女

年  齢

写真掲載のご希望は総合企画課 ☎33-8179までお気軽にご連絡下さい。 

スマイルキッズ

伝言板

ふれあい伝言板へのメールは、
 kesaran@ja-tsuruoka.or.jp まで

◀ メールアドレスQRコード

広報「けさらん」を読んでの
ご感想や身の回りのことなど、
なんでもかまいませんので投
稿お待ちしております。

飼い主　

種　類

菅原　崇 さん（坂野下）　

猫

子どもの頃から屋外が大好きで、季節によって
一番居心地が良いところを見つけてゴロゴロし
ています。もう20歳になりますが朝夕の見回
りも欠かしません。

お父さん ： 英之さん   お母さん ： 陽子さん
祖父 ： 辰雄さん  祖母 ： しんさん
曾祖父 ： 悌吉さん  曾祖母 ： みつさん

みつき

南葉 珠月 ちゃん
平成30年5月生まれ

毎日“笑顔”をありがとう☻

辻興屋

大きい鳴声で

 居場所がわかる

　　ニャンさん

●退職後、少しは畑でもと思って2.3年やってみ
たが、非常勤の仕事と介護に忙殺されて、今は
「農」に関わることはほとんどしていない。そんな
私でも、広報を読むとなぜかホッとします！これか
らもいろいろな記事に期待しています！
いつもご愛読いただきありがとうございます！お
褒めの言葉も大変励みになります（^^）これからも
読んで楽しい・ホッとするような広報お届けでき
るように頑張りますね♪

●雨も降らず高温が続く中、オクラやナス等元気
に実っています。さすが夏野菜！！これらを食べて
夏バテ防止！ありがとう夏野菜、これからも頑張
ってね！
今年の夏も文字通り「猛暑」ですね　 夏バテ・熱中
症の予防においしい夏野菜いっぱい食べましょう♪

●もんとあ～るはお客さんの心をつかんで、いつ行ってもお客さんでいっぱい！会員の1人としてとてもありがたく思っています！
いつももんとあ～るをご利用いただきありがとうございます！先日のお盆の時期もたくさんの方にご来店いただきました！今月はシャインマスカットまつりがありますので、ぜひお立ち寄りくださいね♪これからもよろしくお願いいたします！

クロスワードが解けなくても
投稿ＯＫです



クロスワードのこたえ

ふれあい伝言板

■正解者の中から、抽選で５名様にＪＡ鶴岡事業利用券をプレゼ
ント致します。

■広報に対するご意見、ご感想のほか、誰かに伝えたい・聞い
てほしい話などなんでも結構です。皆様のあたたかいお声をお
待ちしています！

タテのカギ ヨコのカギ

2023.8.28 開催理事会開催報告

色付きマスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉はなんで
しょう？締切は10月７日消印有効。どしどしご応募下さい！
正解者の中から抽選で5名様に、1,000円分の『JA鶴岡お買
物券』をプレゼント！ご応募お待ちしております！
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秋桜と呼ばれることもある花
有効利用されていない土地
イガに守られた実がなります
野球では右翼手ということも
小説家がつづるもの
寒くなる頃に日本に飛んでくる
ものもいます
春日局は徳川家光の――でした
刺し身にのっていることもある花
手紙のこと。往復――
絵を描いたり粘土細工をしたり
する教科
ローマやカイロ、マニラなど
日本海に大きく突き出た――半島
白川郷や下呂温泉で知られる県
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オーストラリア固有の動物。
子守熊ともいいます
スペード、ハート、ダイヤ、――
なるべく――嫌いをせずに
食べてね
２枚の書類にまたがるように
はんこを押します
カラオケでのレパートリー
ＨＰと表される仕事率の単位
秋の夜長にページをめくりつつ
楽しみます
木材を切る道具
天井と向かい合っています
絹ごしや木綿があります
リレーの選手がつなぐ物

第１号議案　勘定科目の設定について

先月号の答え アキナス

以上の全議案を慎重審議の上、全て原案通り議決されました。
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「
は
ね
つ
る
べ
」
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　

二
千
年
以
上
の
昔
に
中
国

で
作
ら
れ
た
井
戸
か
ら
水
を

楽
に
汲
み
上
げ
ら
れ
る
機
械

で
す
。

　

そ
の
頃
お
じ
い
さ
ん
が
汗

を
流
し
な
が
ら
井
戸
か
ら
水

を
汲
み
あ
げ
て
い
る
と
き
、

そ
ば
に
い
た
人
が
「
は
ね
つ

る
べ
」
が
あ
る
と
老
人
に
教

え
ま
し
た
。

　

老
人
は
答
え
ま
し
た
。

　
「
は
ね
つ
る
べ
」
は
知
っ

て
い
る
。
楽
を
し
て
し
ま
う

と
、
働
き
た
く
な
く
な
る
か

ら
使
わ
な
い
と
言
っ
て
汗
を

流
し
な
が
ら
井
戸
か
ら
水
を

汲
み
上
げ
ま
し
た
。

　

楽
は
苦
に
つ
な
が
り
、
苦

は
楽
に
つ
な
が
る
か
ら
、
自

分
の
や
り
た
い
様
に
生
き
る

と
の
話
で
す
。

　

自
分
の
や
り
た
い
事
、
や

り
た
く
な
い
事
も
一
所
懸
命

に
や
り
、
活
き
て
生
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
　
佐
藤
吉
一

（
大
泉
）

令和５年10月１日～令和６年３月31日

３月より定休日なしで営業いたします。
・生産資材配送センター
11月より２月末日まで土・日・祝日を休業させて
いただきます。

・ＪＡグリーン資材館
・ＪＡグリーン西郷店 【日曜定休日】

８：３０～１７：３０

生産資材店舗の冬期営業時間について

★９月29日(金)に全店舗一斉に棚卸を実施するため
午後休業となります。

配送（予約・当用）は、一日休業させていただきます。

・生産資材配送センター
・ＪＡグリーン資材館
・南支所生産資材
・ＪＡグリーン西郷店

午後休業

生産資材課 棚卸に伴う営業時間の変更について

　来月号の本誌に処理依頼書を折込しますので、回収実
施日に一緒に持参してください。
　なお、処理料金は口座振替させていただきます。
【お問い合わせ先】生産資材配送センター
　　　　　　　　　☎ 0800 ｰ 800 ｰ 6006

「期限切れ農薬」及び「農薬空容器」の回収について

もんとあ～る10月定休日

11月８日（水）
「期限切れ農薬」
「農薬空容器」

の回収予定日

10月11日（水）



JA直売所（JAカード5％割引実施店舗）で、
対象期間中にJAカードをご利用いただくと、
ご利用金額合計の10％相当分※をポイント還元！
いつもの5％割引と合わせて、
15％相当おトクにご利用いただけます！
※還元ポイントの上限は2,500ポイント(10,000円相当）です。

JA直売所（JAカード5％割引実施店舗）で、
対象期間中にJAカードをご利用いただくと、
ご利用金額合計の10％相当分※をポイント還元！
いつもの5％割引と合わせて、
15％相当おトクにご利用いただけます！
※還元ポイントの上限は2,500ポイント(10,000円相当）です。

●連絡先／鶴岡市農業協同組合　〒997-8558 山形県鶴岡市日吉町3-1　TEL.0235-23-5090
●ホームページ　https://ja-tsuruoka.or.jp　●Eメール　kesaran@ja-tsuruoka.or.jp
●印刷／庄内農村工業農業協同組合連合会

暮らしに幸せ運ぶ

№633
2023年 ９月発行JA鶴岡広報誌 ホームページ庄内農家の友 Facebook

やまがた農業支援センターからお知らせです
農地の貸し借りの制度の 農地中間管理事業 をご活用ください

＊公的機関が農地を預かるので安心です
＊契約期間終了後には確実に農地が戻ります
＊賃料は確実に機構から振込まれます

出し手農家のメリット
＊複数の出し手農家の農地を借りても契約は機構との
み行うので手間が省けます
＊口座振替で賃料の支払いが便利です

受け手農家のメリット

　農地中間管理事業の運営には、やまがた農業支援センターの
自主財源を一部充当している経費があり、この負担が年々増加
しています。
　このため、将来に向けて持続的、安定的にこの事業をご利用
いただけるよう、利用者の皆様に一部ご負担をお願いすること
といたしました。なにとぞ皆様のご理解とご協力をよろしくお
願いします。

◎農地中間管理事業の手数料について
○対象は令和６年10月以降に公告になる満期再契約及び、更
新・新規契約から。（直ちにすべての契約が対象になる訳では
ありません）
○納付いただくのは令和７年の賃料の支払い時点から。
○以降毎年、出し手受け手それぞれから納付。
○手数料の額は毎年の賃料に0.75％を掛けた額。
　（例：10aあたり賃料1万円の場合の手数料は75円）

◎手数料の概要

手数料について ◎令和７年から農地中間管理事業の利用には『手数料』のご負担をお願いします

★詳しくは やまがた農業支援センター（023-631-0697）又は、センターのホームページをご覧ください。

山形県農地中間管理機構
〔やまがた農業支援センター〕

市町村・農業委員会・JA等

出し手農家
連携　  協力

受け手農家
機構へ
貸付

機構から
借入
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